
年度　授業計画（シラバス）

15 (1) 時間(単位)

後期

《授業科目における学習内容》

《成績評価の方法と基準》

《使用教材（教科書）及び参考図書》

《授業外における学習方法》

《履修に当たっての留意点》

講義演習

科  目  名 地域の理解 必修/選択の別 必修 授業時数(単位数)

2022

学        科 理学療法士学科 科　目　区　分 基礎分野 授業の方法

担 当 教 員 荒木　将平
実務経験と

その関連資格
回復期病院、介護老人保健施設にて理学療法士として勤務。内部障害など多岐に
わたる疾患を経験。実習指導者としても経験あり。

対 象 学 年 １年 学期及び曜時限 教室名 301 他

地域の特性や課題について、様々な観点から知見を得て、地域の実態から、課題を発見し、その解決策を模索する。また、
その内容について、グループでまとめ、発表する。これら一連の流れの中で、地域に関する基礎知識を身につけるとともに
物事に主体的に向き合う姿勢を培う。本科目では、主に島根県に注目し、その現状や実態（自然環境や地域性、歴史、文
化、医療等）について学習する。

出席、小テスト、課題提出、筆記試験で総合的に評価する。

第
3
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

島根県の観光スポットの説明ができる

配布資料
予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む

配布資料

自らが主体的に取組むべく、進んで地域の実情を理解し、解決にはどうしたら良いか考え悩むこと。身近な問題を深く考え
ることによって自分自身を成長させるという能動的な取組み姿勢が求められる。

授業中に口頭試問等を行う。テキストを持ってくること。

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

各コマに
おける

授業予定
地域の理解について

第
2
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

島根県の概要について説明できる

配布資料
予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む

第
1
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

本科目の授業内容について説明できる

配布資料
予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む

各コマに
おける

授業予定
島根県の観光紹介

各コマに
おける

授業予定
島根県のプロフィール

第
5
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

島根県の医療・福祉について説明できる

配布資料

第
4
回

講
義
形
式

授業を
通じての
到達目標

島根県の仕事や産業について説明できる

配布資料

予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む

各コマに
おける

授業予定
島根県の医療・福祉について

各コマに
おける

授業予定
島根県の仕事・産業について

予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む



第
7
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

プレゼンデータを作成し、指定日までに提出し、発表内容につ
いてはグループ内で情報共有をする

第
6
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

グループ内で役割分担等を決め、発表内容について検討する

配布資料
予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む

授業の
方法 内　　　容 使用教材

授業以外での準備学習
の具体的な内容

配布資料
予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む

各コマに
おける

授業予定
発表に向けてのグループワーク

各コマに
おける

授業予定
発表に向けてのグループワーク

第
8
回

講
義
演
習
形
式

授業を
通じての
到達目標

島根県の地域課題について議論できる

配布資料
各コマに
おける

授業予定
プレゼンテーションとディスカッション

予習・復習を行い、疑問
点などを調べて授業に
臨む


